
0

総コスト(Ｄ)=(Ａ)+(Ｃ)+(Ｃ') 千円 3,132 3,055 3,032 3,546

単位当たりコスト
千円

(Ｅ)=(Ｄ)/(コンテンツ更新作業数 ) 42 43 49 44

活動等指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度

評
価
指
標
の
設
定

①コンテンツ更新作業数 実績値 回 74 71 62 80

②バナー広告掲載稼働率 実績値 ％ 0 28.1 28.1 10.4

《指標の説明・数値変化の理由 など》

コンテンツ更新作業数は、サーバへの更新回数である。通常は複数のコンテンツをまとめて更新している。25年度後半はシス

テム入替に伴いお知らせの更新が増える見込み。バナーは月単位での契約であり、8枠×12月＝96枠の稼働率となる。

成果指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度

一
次

目標値 回 4,200
１日のトップページアクセス数

実績値 回 3,869 3,846 4,052

二
次

目標値 件 1,670
１日のＷｅｂ予約申込数

実績値 件 1,487 1,531 1,602

《指標の説明・数値変化の理由 など》

トップページアクセス数は、ＰＣとｉモード版両方の合算。近年は「資料検索」「ログイン」画面をブックマークすることに

より、トップページにアクセスしない利用者も増えている。予約申込数は所蔵と未所蔵両資料への申込みの合算。

検索方法や文字表記、ログイン方法などに関するご意見に対しては、3月のシステム入替

事
業
環
境
等

市民・関連団体等の意見 により対応する予定である。その他現状の使い方については、都度ご案内することで解決

(アンケート結果など) するケースが多い。貸出状況の確認と予約申込みが利用の中心であるため、定期的に繰返

し使いこなしている利用者が多く、現状に慣れ親しみ便利であるとの感想もある。

一般的なサービスレベルはクリアしている。未所蔵資料予約受付は6市（西
■ 上

都内26市のサービス水準との比較 東京・稲城・調布・東大和・日野・武蔵村山）、レファレンス受付は9市（
□ 中

(平均値、本市の順位など) 西東京・稲城・立川・東大和・日野・府中・三鷹・武蔵野・武蔵村山）、バ
□ 下

ナー広告掲載は5市（西東京・稲城・青梅・八王子・武蔵野）で実施中。

代替・類似サービスの有無
□ 有 インターネットの特性を生かし、24時間利用可能で確認だけでなく申込みが

■ 無 できる公共図書館サービスは代替・類似はない。

事務事業評価シート(事後評価)
事業コード事務事業名図書館ホームページの運営 所管部課 教育部

10-6-1 図書館

施策コード施策名 施策目標

創3-2
市民の自主的学習活動を支援する場や多様な学習機会の充実をめざします。

学習活動の推進

事務事業の目的 根拠法令等

事
務
事
業
の
概
要

　社会の変化に対応したインターネットの特性を生かし、簡易な検索で図書館資料を探せる機能を充実させ、同 □法律

時に図書館が持つ情報資源を広く的確に発信する。また、市民ニーズを踏まえ、図書館サービス全般の利用を促 □条例・規則

すことで、生涯学習支援を行う。 □政令・省令

□要綱・要領

事業内容・実施方法等／補助の概要：補助団体の概要(団体名・団体の活動内容・補助金の活用内容等)、補助金の概要(国・

都基準の有無・対象者拡大の有無・上乗せ補助額・市単独補助額)等　※該当する予算事業名・節目を明記する

　図書館ホームページの管理とコンテンツの作成・更新等通常の運営全般。

平成26年3月には、図書館管理システム入替によりリニューアルを予定

バナー広告収入の考え方は、広告枠数（最大8）×月数×月単価8千円となる。

図書館システム事業費のうち、ＷＥＢサーバの賃貸借料と保守費用とホームページに係るカスタマイズ費用を事業費として算

出。25年度は新規システム構築委託あり。

事業開始時期 平成14 年度 実施形態 ■ 直営 □ 委託 □ 補助 □ その他 ( )

項　目 単位 22年度 23年度 24年度 25年度

事
業
費
デ
｜
タ

事業費(Ａ) 2,647 2,647 2,647 3,052

財
源
内
訳

国庫支出金・都支出金 0 0 0 0

地方債 千円 0 0 0 0

その他 (ホームページ広告掲載料収入 ) 0 320 152 240

一般財源 2,647 2,327 2,495 2,812

所要人員(Ｂ) 人 0.06 0.05 0.05 0.06

人件費(Ｃ)=平均給与×(Ｂ) 千円 485 408 385 494

臨時職員賃金等(Ｃ') 千円 0 0 0
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自主的学習活動を支援する場や多様な学習機会の充実をめざします。

学習活動の推進

【一次評価】

○検証項目、評価の判断理由
検証項目 ランク 一次評価

○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

事業の優先度
3

　Ａ）社会の変化に対応した機能を備えたホームページにリニューアルすることは

(緊急性) □拡充 、利用者の求めるサービスを実現することに不可欠である。

コンテンツの見直しやより高度な資料検索による利便性向上は市民の学習意欲を支事業の
2Ａ え豊かな生活の形成に寄与するサービスとなる。市販の図書等資料に加え、西東京

必要性 □継続実施 市独自の貴重資料とそれら資料を活かす職員の能力も含めた西東京市図書館全体の
事業主体の

3
資源を駆使したサービスは、市内外に例がなく、市が主体となって継続かつ発展さ

妥当性 せる役割がある。
■改善・見直し

　Ｂ）図書館ＨＰサービスの相手方は、その情報の発信・提供範囲と一致するので直接のサービス
3 、図書館利用登録者という縛りがない。

の相手方
　Ｃ）図書館利用者からの意見は、各図書館でメール、電話、来館時に随時受け付□抜本的見直し

事業内容等の
2

けている。
Ｂ

適切さ 　「バナー広告」について、図書館業務中可能な範囲で業者募集の声かけを行って

□休止 いるが、市ＨＰと比べて閲覧目的が限定され、かつ常連が多い図書館ＨＰへの掲載受益者負担の
3 を有意義と捉える事業者は少なく、募集中のまま埋まらないアイコンが多いことが

適切さ
より印象を悪くしてると考えられる。他市図書館での全２枠でも募集中のまま埋ま

市民ニーズの □廃止
2

っていない現状をみても、８枠ある西東京市のバナー広告のあり方は、縮小あるい
Ｃ

把握 は継続について検討する必要がある。
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